
地域医療が危ない! !

　私たち「地域医療を守る共同行動みやぎ連絡
会」は、2019年9月に厚労省が突然名指した
「424病院」県内公的・公立19病院の問題を受
けて、2019年12月に発足しました。安心して健
康に暮らせる宮城県となるよう、地域の方 と々と
もに、地域に必要な医療拡充を求めて活動して
いきます。

県が進める
　　地域医療構想の危険性
　宮城県が進めている地域医療構想では、宮城県全
体で1,275床を減らす計画です（以下の図参照）。し
かし、この地域医療構想を検討する会議でも県立がん
センター・東北労災病院・仙台赤十字病院の協議の
報告はありません。
　そもそもこの会議には地域の声が反映されていな
い、という指摘もあります。
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〈共同代表〉

地域医療を守る
　共同行動みやぎ連絡会のご紹介

東北労災病院・
仙台赤十字病院移転・
統合反対署名への
　　　ご協力をお願いします

〒983-0047 仙台市宮城野区銀杏町 39-18
tel.022-782-0633
fax.022-782-0634

e-mail　info@miyagi-irouren.jp

高橋　正行（宮城県労働組合総連合議長）
中山　　修（宮城県医療労働組合連合会委員長）
岩倉　政城（宮城県社会保障推進協議会会長）
宮沼　弘明（宮城県民主医療機関連合会会長）
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※宮城県地域医療構想
　　　＜病床機能報告結果と必要病床数（機能別）の見通し＞

慢性期　　　　回復期　　　　急性期
高度急性期　　　　休棟等

【宮城県全体】
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総務省「統計でみる都道府県のすがた」2021より

▶一般病床数　　人口10万人当たり　40位
▶療養病床数　　人口10万人当たり　44位
▶救急告示病院・一般診療所数
　　　　　　　　人口10万人当たり　34位
▶保健師数　　　人口10万人当たり　33位

財政力は全国15位なのに
　　　全国低水準がズラリ!?

宮城県



いま必要なのは
　医療の縮小ではなく、

　　感染症対策も含む医療の

　　　拡充ではないでしょうか？
　2020年8月宮城県知事は、「がんを総合的に診療
できる機能を有する病院」の実現に向け、県立がんセ
ンター・東北労災病院・仙台赤十字病院の連携・統合・
移転を含めた協議をはじめ、2020年末には結論を出
すと表明しました。
　この協議の参加者は、県・東北大・県立がんセンター
以外は、労働者健康安全機構（労災本部）、日本赤
十字社（日赤本部）のみ。東北労災病院、仙台赤十
字病院の院長、地元（仙台・名取）市長、患者、
町内会も入っておらず、現場で影響を受ける医療従事
者、住民、患者の声は反映されていません。
　そして県は、県議・地元市長からの協議内容の開
示の要請について、まだ開示するものはないとして秘
密会議で進めています。
　2021年6月県議会で村井知事は、「将来にわたり
持続可能な医療提供体制を構築するため」と「がん」
の文字もなくなり、趣旨が病院再編にすり替わっていま
す。

「移転・統合」でよいのでしょうか？   みやぎの医療「移転・統合」でよいのでしょうか？   みやぎの医療

年間5,000件もの救急車
受け入れ先どこに！

狙いは病床削減？

　東北労災病院は年間3,500件、仙台赤十字病院も
年間2,000件弱の救急車を受け入れています。仙台
市の救急車は年間50,000件弱。ほぼ仙台市の救急
搬送の10％を受けいれている病院が、移転・統合す
れば救急車の受け入れはどうするのでしょうか？

　県立がんセンター・東北労災病院・仙台赤十字病
院の３病院併せて1,300床あります。これについて、
2021年2月25日の河北新報で、「急性期病床　仙台
は過剰」との報道がありました。もし、3病院が統合・
移転となった場合に、1,000床を超える病院とすること
は想定できず、病床が削減される恐れがあります。

仙台医療圏は病床需要増！
　仙台医療圏の地域医療構想会議に出された資料で
は、仙台医療圏については入院需要が増加するとしてい
ます。それなのに、なぜ病床削減もありえる移転・統合
を検討するのか？県は、県民・市民に説明するべきです。

地域の声が届かない5者協議

仙台赤十字病院

宮城県、特に県南地域の周
産期医療の中心として活躍。
災害医療でも日赤グループと
して地域の役割をはたしてい
る。

仙台医療圏だけでなく、東
北地方の労災病院の拠点。
整形外科やリハビリでも地域
に貢献。新型コロナ感染に
対しても、活躍した。

総病床数：389床

東北労災病院
総病床数：548床

東北大学と並ぶ県のがん治
療の拠点。県南地域に位置
し希少がん研究も活発。施
設の老朽化やがん治療の変
化についていくために、次
期構想が課題となっている。

県立がんセンター
総病床数：383床

「地域医療構想策定支援ツール」（厚生労働省）により推計
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2025年以降も各医療機能において入院医療需要が増加
入院医療需要の推計【仙台区域】
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